
古い空き家の賃貸住宅の活用と住宅確保要配慮者の入居促進（株式会社 ナリカワ）

課題 住宅セーフティネットの内容を知らない人が多い。古い賃貸住宅の空家の増加と住宅に入りたくても入れない住宅確保要配慮 者
の入居促進居促進

目的 古い賃貸住宅の空家の活用がなかなか難しい一方で、賃貸住宅に入居を希望してもなかなか入ることができない住宅確保要配慮
者が多くいます。両方の希望を叶えるためにセーフﾃｲネットを活用する。

取組内容 古い賃貸住宅を貸すために改装が必要ですが、費用と改装内容を対比しました。住宅確保要配慮者の内容を理解している人は少
ない。わかりやすくしかも具体的な資料で説明し、理解を深めることが色々な問題解決のカギとなる。

セミナー実施によって、以下の内容を伝えた。

1、住宅セーフﾃｲネットの内容や、住宅確保要配慮者の内容を説明した。

2、耐震診断の申し込みから耐震診断の具体的な実例を見せてポイントを説明した。

3、古い賃貸住宅の改装費用がわかりにくいので、改装箇所と費用を明確にした。

4、神戸市の住宅確保要配慮者を理解できている人が少ないため、詳細を説明した。

5、貸主の悩みの中で、高齢者の単身者の入居の対応で困っている。1つずつ解決方法を提案した。

成果 1、古い賃貸住宅、空き家のチェックリスト作成

2、空賃貸住宅の空家の活用に耐震診断が必要なことや、手続きの流れをわかってもらえました。

3、賃貸住宅の改装を行うのに、改装前と、改装後を対比することにより、改装の内容を理解いただきました。

4、住宅確保要配慮者は、高齢者、外国人、一人親家庭、障害者、生活保護と幅広く人数も多い。統計上の数字で、神戸市の人口
の約43％いることを知ってもらうことで、空き家の解消と入居促進両面に生かせることになりました。

5、貸主の悩みの一覧表の作成で、貸す側の心配や課題を解消するきっかけとする（保険制度などの説明）
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